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ATACから“ものづくり現場の品質管理の手引書“を出版しました
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編 集 後 記

　ＪＲ岡山駅東口を降りると、ものの数分歩い
て大きなイオンモールの建設現場に突き当た
る。ここはかって糖質トレハロースやインター
フェロンの製造で世界的な規模のバイオ企業と
して名を馳せた株式会社林原の本社があった
が、残念なことに同社は２０１３年に経営破た
んにより長瀬産業の傘下になった。
　本書はかって、栄光の極みであったときから、
経営破たんの責任をとらされるまでの社長で
あった林原　健（以下敬称略）がその反省をこ
めて、同族経営への警鐘を鳴らした株式会社林
原の破たん顛末記である。
　中堅・中小企業では多くの場合が同族経営で
ある。我々がお付き合いをしている中小企業も
同族経営は多い。本書がなんらかの形で参考に
なることも多いと思われる。
　実は本書を読んでいて、１９９８年に倒産し
た三田工業（現京セラドキュメントソリュー
ションズ株式会社）の当時の社長三田順啓を想
い出す。彼も林原　健も共に私の大学の後輩で、
三田とは何回か食事を共にし、その時に経営に
対する警鐘を鳴らしたことを想い出す。この
二人は共に優秀なエリートだった。文化に対

する造詣も深く、企業
メセナにも熱心で美術
館を経営したり、貴重
な存在ではあったが、
厳しい企業経営には問
題も多かった。
　本書では素直にその
問題点を自身で反省し
ている。これは読者に
も大いに警鐘を鳴らす
ことになろう。
　さらに本書では著者
が心血を注いだ開発への情熱も語られている。
少々未練がましい点でもあるが、研究開発の視
点で見ればこれはまた色々と貴重な示唆をも含
んでいて貴重なものがある。
　かつて経理を担当していた弟の林原　靖常務
が「破綻　バイオ企業・林原の真実」という本
を出している（ワック株式会社、2013年）。本
書はややそれに対抗するものとなっているが、
本書のほうが真実にちかいものと推測する。
　　　　　　　　　　　　　　　　（梶原　記）

　　　　　　　　　　　ものづくり現場で、職
　　　　　　　　　　場の皆さんと問題解決に
　　　　　　　　　　取り組む仕事をしており
　　　　　　　　　　ますが、多くの企業で、　
　　　　　　　　　　管理監督者は欠員の補完
　　　　　　　　　　作業や未熟な作業員の　
　　　　　　　　　　OJTをしながら生産効率
　　　　　　　　　　が落ちないように手助け
　　　　　　　　　　をするのが精一杯で、本
　　　　　　　　　　来業務である生産スケジュ
　　　　　　　　　　ール管理や設備管理、品
質管理、教育訓練、などに手が回らない、その
ために作業効率が上がらず不良品発生の事後処
理に追われる、という悪循環に陥っています。
　長年にわたる景気低迷や団塊の世代の定年に
より、ものづくり現場では、非正規労働者が増え、

技術の伝承が不十分で且十分な教育も出来てい
ない状況にあることに気付きます。
　企業は目指す経営理念を達成し存続するため
には利益を上げなければなりません。そのため
には、企業の部門長である管理監督者はトップ
の方針を理解し、上司の目標や計画を基に自部
門の目標や計画を達成しなければなりません。
　ものづくり現場では管理監督者が、４M（人・
設備・原材料・方法）を効率的に活用し、QCD
（品質・価格・納期）の目標と計画を達成する役
割を担っております。
　この冊子は“品質管理”とありますが、統計
学には殆ど触れずに、管理監督者が 「“日常管理”
や“管理のためのPDCA（計画・実施・チェック・
処置）”を武器に本来の職務を果たす」手引きと
なることを目標としています。

　　　　　　　　　久しぶりに書評を載せました。大企業も手がけない独創技術で有名な林原が経営破綻した
　　　　　　　　　経緯を元社長が綴られた力作で、同族経営の恐ろしさを感じました。この林原が破綻以来
の新商品として幅広い食品の素材に使える水溶性の植物繊維「ファイバリクサ」を発売するという新聞記事
（日経、9/29）を読んで、トップが退陣しても林原のDNAは健在だと感じ、嬉しく思いました。（池田隆）


